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第
一
節

委
任
と
代
理
の
関
係
に
つ
い
て
の
学
説

民
法
六
四
三
条
は
、｢

委
任
は
、
当
事
者
の
一
方
が
法
律
行
為
を
す
る
こ
と
を
相
手
方
に
委
託
し
、
相
手
方
が
こ
れ
を
承
諾
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。｣

と
規
定
す
る
。
そ
し
て
、
例
え
ば
、
当
事
者
の
一
方
が
、
物
を
売
却
す
る
契
約

(

法
律
行
為)

を
結
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
を
相
手
方
に
依
頼
し
相
手
方
が
こ
れ
を
承
諾
す
る
と
、
次
に
、
相
手
方
は
第
三
者

(

買
主)

を
探
し
、

交
渉
を
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
場
合
、
相
手
方
は
、
第
三
者
と
の
関
係
で
は
、
代
理
人
と
し
て
行
為
す
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、

法
律
行
為
の
委
託
に
つ
い
て
の
民
法
六
四
三
条
に
よ
っ
て
、
当
事
者
の
一
方
は
本
人
と
な
り
、
相
手
方
は
代
理
人
と
な
っ
て
行
為
を
す

る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
民
法
六
四
三
条
に
よ
る
委
任
契
約
に
よ
り
代
理
が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
故
に
、
民
法
に
は

｢

委
任

に
よ
る｣

代
理
人
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る

(

一
〇
四
条
や
一
〇
一
条
二
項
参
照)

。

し
か
し
、
現
在
の
多
く
の
学
説
は
、｢
委
任
に
よ
る
代
理

(

委
任
代
理)｣

と
い
う
表
現
は
取
ら
ず
、｢

任
意
代
理｣

と
い
う
表
現
を

し
て
い
る

(

１)

。
そ
れ
は
、
委
任
契
約
か
ら
代
理
権
が
生
ず
る
と
は
考
え
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
。
つ
ま
り
、
代
理
権
は
委
任
契
約
と
は
違

う
独
自
の
代
理
権
授
与
行
為
か
ら
生
じ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
で
は
、
な
ぜ
委
任
契
約
か
ら
代
理
権
が
生
じ
な
い
か
と
い
う
と
、

｢

こ
の
節
の
規
定
は
、
法
律
行
為
で
な
い
事
務
の
委
託
に
つ
い
て
準
用
す
る｣

と
す
る
民
法
六
五
六
条
の
規
定
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。
法
律
行
為
で
な
い
事
務
と
し
て
は
事
実
行
為
も
あ
げ
ら
れ
、
事
実
行
為
を
委
託
し
た
と
し
て
も
代
理
が
生
じ
な
い
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
次
に
取
り
上
げ
る
の
で
あ
る
が
、
多
く
の
学
説
は
、
法
律
行
為
で
な
い
事
務
の
委
託

(

事
実
行
為
の
委
託
も
含
ま
れ
る)

に
つ
い
て
も
、
委
任
の
規
定
の
総
て
が
準
用
さ
れ
る
と
し
て
、
法
律
行
為
で
な
い
事
務
の
委
託
を

準
委
任
と
呼
び
つ
つ
、
委
任
と
準
委
任
と
を
区
別
す
る
意
味
は
な
い
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
法
律
行
為
の
委
託
と
法
律

行
為
で
な
い
事
務
の
委
託
と
の
区
別
は
無
用
で
あ
り
、
委
任
に
は
法
律
行
為
の
委
託
の
場
合
も
あ
る
し
、
法
律
行
為
で
な
い
事
務
の
委
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託
の
場
合
も
あ
り
、
後
者
の
場
合
に
は
、
委
任
か
ら
代
理
権
が
生
ず
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
多
数
の
説
は
、

委
任
契
約
だ
け
で
は
代
理
は
生
じ
な
い
の
で
、
法
律
行
為
を
委
託
す
る
場
合
に
は
、
同
時
に
、
独
自
の
代
理
権
授
与
行
為
が
な
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
代
理
が
生
じ
る
の
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
多
数
の
説
に
対
し
て
は
、｢

観
念
上
で
委
任
と
別
個
に
、
単
独
行
為
に
せ
よ
無
名
契
約
に
せ
よ
代
理
権
授

与
行
為
と
い
う
独
自
の
行
為
を
認
め
る
こ
と
は
、
民
法
の
解
釈
論
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
理
論
的
に
も
必
要
で
な
い
し
、
問
題
の
解
明
に

役
立
つ
わ
け
で
も
な
い

(
２)

。｣

と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
法
律
行
為
で
な
い
事
務
の
委
託
に
委
任
の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
と
す
る
六
五
六
条
を
、
事
実
行
為
の
委
託
に
ま
で
拡
張
し

て
適
用
す
る
学
説
を
取
り
上
げ
、
検
討
を
す
る
。

第
二
節

委
任
は
代
理
と
は
無
関
係
で
あ
る
と
す
る
説

民
法
六
五
六
条
が
民
法
典
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
直
接
の
経
緯
は
、
起
草
作
業
の
中
で
、
起
草
委
員
の
一
人
で
あ
る
富
井
委
員

が
、
神
社
に
行
っ
て
供
物
を
し
て
く
れ
る
こ
と
を
他
人
に
頼
む
よ
う
な
場
合
に
適
用
さ
れ
る
条
文
が
必
要
で
あ
る
と
説
い
た
こ
と
に
あ

る

(

３)

。
神
社
に
行
っ
て
供
え
物
を
す
る
と
い
う
行
為
は
、
意
思
表
示
で
は
な
く
、
事
実
行
為
で
あ
る
。
事
実
行
為
の
委
託
の
場
合
が
契
機

と
な
っ
て
六
五
六
条
が
創
り
出
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
六
五
六
条
の
適
用
の
場
合
に
は
、
事
実
行
為
の
委
託
の
こ
と
が
念
頭
に
お
か

れ
て
議
論
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
委
任
の
規
定
が
代
理
と
は
関
係
が
な
い
と
す
る
説

(

４)

の
代
表
者
と
し
て
、
鳩
山
秀
夫
説
と
我
妻
栄

説
を
紹
介
す
る
。

鳩
山
秀
夫
説
は
、｢

第
六
四
三
条
ニ
依
リ
テ
見
ル
ト
キ
ハ
委
託
ノ
内
容
ガ
法
律
行
為
ヲ
為
ス
コ
ト
ニ
存
ス
ル
コ
ト
ヲ
以
テ
委
任
ヲ
他

ノ
契
約
ヨ
リ
区
別
ス
ル
特
徴
ト
ナ
セ
ル
ガ
如
シ
。
然
ル
ニ
民
法
ハ
第
六
五
六
条
ニ
於
テ
法
律
行
為
ニ
非
ザ
ル
事
務
ノ
委
託
ニ
付
テ
総�

テ�
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(
傍
点
は
筆
者)

委
任
ニ
関
ス
ル
規
定
ヲ
準
用
セ
ル
ヲ
以
テ
法
律
行
為
以
外
ノ
事
務
ノ
委
託
モ
亦
所
謂
準
委
任
ト
シ
テ
広
キ
意
義
ニ
於

ケ
ル
委
任
ニ
属
シ
・
・

(

５)

。｣

と
述
べ
、
法
律
行
為
で
な
い
事
務
の
委
託
に
、
法
律
行
為
の
委
託
で
あ
る
委
任
の
総
て
の
規
定
が
準
用
さ

れ
る
の
で
、
法
律
行
為
で
な
い
事
務
の
委
託
は
準
委
任
と
し
て
、
広
い
意
味
で
委
任
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
い
る
。
鳩
山
説
で

は
、
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
、
法
律
行
為
で
な
い
事
務
の
委
託

(

準
委
任)

に
法
律
行
為
の
委
託

(

委
任)

の
総
て
の
規
定
が
適
用
に

な
る
と
し
て
い
る
の
で
、
準
委
任
と
委
任
と
の
区
別
は
意
味
が
な
く
な
る
こ
と
に
な
る
。

我
妻
栄
説
は
、
そ
の
こ
と
を
明
確
に
し
て
、｢

法
律
行
為
の
委
任

(

本
来
の
委
任
・
純
粋
委
任)

と
法
律
行
為
で
な
い
事
務
の
委
任

(

準
委
任)

と
を
概
念
上
区
別
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
現
行
法
の
下
に
お
い
て
も
、
何
ら
の
実
益
は
な
い

(

６)

。｣

と
述
べ
て
い
る
。
我
妻

説
は
、
法
律
行
為
の
委
任

(
純
粋
委
任)

と
法
律
行
為
で
な
い
事
務
の
委
任

(

準
委
任)

と
を
区
別
す
る
こ
と
に
は
、
現
行
法
の
下
に

お
い
て
は
、
何
ら
の
実
益
も
な
い
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

鳩
山
説
や
我
妻
説
が
言
い
た
い
こ
と
は
、
委
任
に
は
、
法
律
行
為
の
委
託
の
場
合
も
あ
る
し
、
法
律
行
為
で
な
い
事
務
の
委
託
の
場

合
も
あ
り
、
従
っ
て
、
事
実
行
為
の
委
託
の
場
合
も
あ
る
の
で
、
委
任
か
ら
代
理
権
が
生
ず
る
と
は
い
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
法
律
行
為
で
な
い
事
務
の
委
託
の
一
つ
で
あ
る
事
実
行
為
の
委
託
の
場
合
に
も
、
法
律
行
為
の
委
託
で
あ
る
委
任
の
総
て
の

規
定
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
解
釈
は
正
確
で
あ
ろ
う
か
。
事
実
行
為
の
委
託
は
、
雇
用
や
請
負
や
組
合
な
ど
の
契
約
と
類
似
し
て
く
る

こ
と
に
な
り
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
も
、
委
任
の
総
て
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
る
で
あ
ろ
う
か
。

第
三
節

法
律
行
為
の
委
託
と
準
法
律
行
為
の
委
託
と
事
実
行
為
の
委
託
と
の
区
別

法
律
行
為
の
委
託

(

委
任)

の
総
て
の
規
定
を
法
律
行
為
で
な
い
事
務
の
委
託
に
準
用
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
法
律
行
為
の
委
託

(

委

任)

と
法
律
行
為
で
な
い
事
務
の
委
託

(

準
委
任)

と
を
区
別
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
見
解
は
、
民
法
制
定
後
直
ぐ
に
現
れ
て
い
る

準委任契約の法的性質
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の
で
あ
る

(

７)

。
(

１)
準
法
律
行
為
の
委
託

梅
起
草
委
員
は
、｢

例
ヘ
バ
他
人
ヲ
シ
テ
慶
事
ノ
祝
辞
ヲ
述
ヘ
シ
メ
病
人
ノ
慰
問
ヲ
為
サ
シ
メ
死
者
ノ
吊
詞
ヲ
致
サ
シ
ム
ル
等｣

の

場
合
に
は
、｢
善
良
ナ
ル
管
理
者
ノ
注
意
ヲ
以
テ
其
処
理
ヲ
ス
ヘ
ク
又
之
カ
為
メ
ニ
必
要
ナ
ル
費
用
ヲ
出
タ
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
償
還
ヲ

委
託
者
ニ
求
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
等
総
テ
純
然
タ
ル
委
任
ノ
場
合
ニ
異
ナ
ル
コ
ト
ナ
シ｣

と
述
べ
、｢

例
ヘ
バ
他
人
ヲ
シ
テ
慶
事
ノ
祝
辞

ヲ
述
ヘ
シ
メ
病
人
ノ
慰
問
ヲ
為
サ
シ
メ
死
者
ノ
吊
詞
ヲ
致
サ
シ
ム
ル
等｣

の
場
合
は
、
純
然
た
る
委
任
の
場
合
で
は
な
い

(

準
委
任)

と
し
て
お
り
、
か
つ
、
純
然
た
る
委
任
の
場
合
と
区
別
し
て
扱
う
必
要
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
そ
も
そ
も
、
委
任
と
準

委
任
と
の
区
別
は
、
梅
起
草
委
員
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
な
さ
れ
て
い
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。
そ
こ
で
、
梅
起
草
委
員
の

論
述
を
正
確
に
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

梅
起
草
委
員
が
提
示
し
て
い
る
例
に
お
い
て
は
、
依
頼
者

(

本
人)

の
た
め
に
被
依
頼
者
が
相
手
方
に
対
し
て
お
祝
い
や
お
く
や
み

や
お
見
舞
の
意
思
を
表
示
す
る
こ
と
が
依
頼
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
意
思
表
示
に
よ
り
何
ら
か
の
法
律
効
果
が
生
ず
る
も
の
で

は
な
い
の
で
、
こ
の
よ
う
な
意
思
表
示
は
、
法
律
行
為
で
は
な
く
、
準
法
律
行
為
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
依
頼
者

(

本
人)

に
お

祝
い
や
お
く
や
み
や
お
見
舞
の
意
思
が
あ
る
こ
と
を
、
被
依
頼
者
が
そ
の
意
思
表
示
に
よ
っ
て
依
頼
者

(

本
人)

の
意
思
を
伝
え
て
い

る
の
で
あ
り
、
準
法
律
行
為
の
う
ち
、
観
念
の
通
知
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
梅
起
草
委
員
は
、
準
法
律
行
為
の
委
託
の

場
合
に
は
、
委
任
の
規
定
が
総
て
準
用
さ
れ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

法
律
行
為
の
委
託
で
は
な
い
が
、
意
思
表
示
を
す
る
こ
と
の
委
託
に
は
委
任
の
規
定
が
総
て
準
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
理
解
で
き

る
。
梅
起
草
委
員
が
上
げ
て
い
る
事
例

(

善
管
注
意
義
務
・
費
用
の
償
還
請
求)
以
外
に
つ
い
て
も
、
例
え
ば
、
法
律
行
為
を
し
て
も

ら
う
こ
と
、
あ
る
い
は
、
法
律
行
為
を
す
る
こ
と
が
不
要
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
何
の
理
由
も
な
し
に
、
直
ぐ
に
委
任
を
解
除
で
き
る
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こ
と

(

六
五
一
条
一
項
の
無
理
由
解
除)

は
当
然
で
あ
り
、
同
様
の
こ
と
は
、
意
思
表
示
の
委
託

(

準
法
律
行
為
の
委
託)

の
場
合
に

も
妥
当
し
、
祝
い
や
お
く
や
み
や
お
見
舞
を
す
る
必
要
が
な
い
と
判
断
し
た
な
ら
ば
、
依
頼
者
は
、
被
依
頼
者
に
、
理
由
な
く
直
ち
に
、

中
止
を
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

２)

事
実
行
為
の
委
託

同
じ
く
起
草
委
員
の
一
人
で
あ
る
富
井
委
員
は
、
起
草
作
業
の
中
で
、
神
社
に
行
っ
て
供
物
を
し
て
く
れ
る
こ
と
を
他
人
に
頼
む
こ

と
は
、
準
委
任
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
富
井
起
草
委
員
が
示
し
て
い
る
例
は
、
本
人
に
代
わ
っ
て
意
思
表
示
を
す
る
こ
と
で
は
な
く
、

供
え
物
を
す
る
と
い
う
事
実
行
為
の
委
託
で
あ
り
、
梅
起
草
委
員
が
示
し
て
い
る
意
思
表
示

(

準
法
律
行
為)

の
委
託
の
場
合
と
は
異

な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
依
頼
者

(
本
人)

が
、
被
依
頼
者
に
供
え
物
を
す
る
こ
と
を
依
頼
し
て
、
供
物
を
交
付
し
、
報
酬
の
約
束
を

し
た
場
合
に
は
、
雇
用
契
約
や
請
負
契
約
類
似
の
有
償
契
約
が
成
立
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
理
由
な
し
に
解
除
を
す
る
こ
と
は
で

き
に
く
く
な
り
、
無
理
由
解
除
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
も
し
無
報
酬
で
供
え
物
を
す
る
こ

と
を
頼
ん
だ
よ
う
な
場
合
で
あ
れ
ば
、
片
手
間
で
頼
ん
だ
こ
と
に
な
る
の
で
、
被
依
頼
者
に
善
管
注
意
義
務
を
課
す

(

六
四
四
条)

こ

と
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
事
実
行
為
の
委
託
で
あ
る
寄
託
契
約
に
お
い
て
は
、
無
償
受
寄
者
の
注
意
事
務
の
程
度
は
低
く

な
っ
て
い
る

(

六
五
九
条
参
照)

。
こ
の
よ
う
に
、
事
実
行
為
の
委
託
の
場
合
に
は
委
任
の
総
て
の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
と
は
い
い
難

く
、
委
任
の
規
定
の
一
部
が
準
用
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
事
実
行
為
の
委
託
の
場
合
に
は
委
任
の
規
定
の
一
部
が
準
用
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
次
に
事
実
行
為

の
委
託
の
事
案
に
つ
い
て
の
判
決
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
示
す
こ
と
に
す
る
。
事
実
行
為
の
委
託
の
場
合
は
、
そ
れ
が
準
委
任

と
さ
れ
て
も
、
雇
用
契
約
や
請
負
契
約
、
あ
る
い
は
、
組
合
契
約
、
賃
貸
借
契
約
な
ど
と
の
区
別
が
困
難
の
場
合
も
出
て
く
る
の
で
あ

り
、
準
法
律
行
為
の
委
託
の
場
合
と
は
様
相
が
異
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

準委任契約の法的性質
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(

３)

本
稿
の
主
張

こ
れ
ま
で
の
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
民
法
六
五
六
条
は
、
法
律
行
為
で
な
い
事
務
の
委
託
に
つ
い
て
、
委
任
の
規
定
が
準
用
さ
れ
る

と
規
定
し
て
い
る
が
、
法
律
行
為
で
な
い
事
務
の
委
託
に
は
、
意
思
表
示
の
委
託

(

準
法
律
行
為
の
委
託)

と
事
実
行
為
の
委
託
と
に

区
別
さ
れ
、
準
法
律
行
為
の
委
託
の
場
合
に
は
、
委
任
の
規
定
が
総
て
準
用
さ
れ
る
が
、
事
実
行
為
の
委
託
の
場
合
に
は
、
次
に
判
決

例
を
取
り
上
げ
て
説
明
を
す
る
よ
う
に
、
委
任
の
規
定
の
一
部
し
か
準
用
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
準
委
任
と
い
わ
れ

な
が
ら
、
委
任
の
規
定
を
準
用
す
る
こ
と
も
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
意
思
表
示
の
委
託

(

準
法
律
行
為
の
委
託)

の
場
合
は
、
委

任
の
規
定
が
総
て
準
用
に
な
る
の
で
、
委
任
と
称
し
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
が
、
事
実
行
為
の
委
託
の
場
合
は
、
委
任
の
一
部
の
規
定

が
準
用
さ
れ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
委
任
の
規
定
の
準
用
も
な
い
の
で
、
委
任
と
は
違
う
も
の
で
あ
る
の
で
、
本
来
的
に
は
、
委

任
と
称
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
。

第
四
節

準
法
律
行
為
の
委
託
の
事
例

判
決
例
に
お
い
て
は
、
六
五
六
条
が
適
用
さ
れ
た
準
委
任
の
事
例
は
殆
ど
が
事
実
行
為
の
委
託
の
事
例
で
あ
り
、
準
法
律
行
為
の
委

託
の
事
例
は
、
判
決
例
の
な
か
で
は
少
な
い
の
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
な
例
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
東
京
高
裁
平
成
二
一
年
一
二
月
二
一
日
判
決
判
時
二
〇
七
三
号
三
二
頁

Ａ
は
生
前
、
僧
侶
Ｙ

(

被
告
・
被
控
訴
人)

に
、
自
分
の
葬
儀
及
び
一
切
の
供
養
、
さ
ら
に
は
、
永
代
供
養
を
し
て
欲
し
い
と
依
頼

し
、
三
〇
〇
万
円
を
交
付
し
た
。
Ａ
の
死
亡
後
、
Ａ
の
甥
Ｘ

(

原
告
・
控
訴
人)

は
、
委
任
者
の
地
位
を
承
継
し
た
と
し
て
、
民
法
六

五
六
条
・
六
五
一
条
一
項
に
基
づ
き
契
約
を
解
除
し
、
三
〇
〇
万
円
な
ど
の
前
渡
金
返
還
請
求
を
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
判
決
は
、
Ｙ

は
葬
儀
や
供
養
な
ど
を
行
っ
て
お
り
Ｙ
に
は
債
務
不
履
行
は
な
い
と
し
て
、
Ｘ
の
解
除
の
主
張
を
斥
け
た
が
、
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。
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｢

本
来
、
委
任
契
約
は
特
段
の
合
意
が
な
い
限
り
、
委
任
者
の
死
亡
に
よ
り
終
了
す
る

(

民
法
六
五
三
条
一
号)

の
で
あ
る
が
、
委

任
者
が
、
受
任
者
に
対
し
、
入
院
中
の
諸
費
用
の
病
院
へ
の
支
払
、
自
己
の
死
後
の
葬
式
を
含
む
法
要
の
施
行
と
そ
の
費
用
の
支
払
い
、

入
院
中
に
世
話
に
な
っ
た
家
政
婦
や
友
人
に
対
す
る
応
分
の
謝
礼
金
の
支
払
を
依
頼
す
る
な
ど
、
委
任
者
の
死
亡
後
に
お
け
る
事
務
処

理
を
依
頼
す
る
旨
の
委
任
契
約
に
お
い
て
は
、
委
任
者
の
死
亡
に
よ
っ
て
も
当
然
に
同
契
約
を
終
了
さ
せ
な
い
旨
の
合
意
を
包
含
す
る

趣
旨
と
解
さ
れ
る

(

最
高
裁
平
成
四
年

(

オ)

第
六
七
号
同
年
九
月
二
二
日
第
三
小
法
廷
判
決
・
金
融
法
務
事
情
一
三
五
八
号
五
五
頁

参
照)

。
さ
ら
に
、
委
任
者
の
死
亡
後
に
お
け
る
事
務
処
理
を
依
頼
す
る
旨
の
委
任
契
約
に
お
い
て
は
、
委
任
者
は
、
自
己
の
死
亡
後

に
契
約
に
従
っ
て
事
務
が
履
行
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
契
約
を
締
結
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
契
約
内
容
が
不
明
確
又
は
実

現
困
難
で
あ
っ
た
り
、
委
任
者
の
地
位
を
承
継
し
た
者
に
と
っ
て
履
行
負
担
が
加
重
で
あ
る
な
ど
契
約
を
履
行
さ
せ
る
こ
と
が
不
合
理

と
認
め
ら
れ
る
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
、
委
任
者
の
地
位
の
承
継
者
が
委
任
契
約
を
解
除
し
て
終
了
さ
せ
る
こ
と
を
許
さ
な
い
合
意

を
包
含
す
る
趣
旨
と
解
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
。｣

本
件
の
契
約
に
お
い
て
は
、
Ｙ
は
Ａ
の
葬
式
や
供
養
を
す
べ
き
義
務
を
負
い
、
そ
の
義
務
を
果
た
す
た
め
に
は
お
経
な
ど
の
言
葉
を

発
し
、
一
種
の
意
思
を
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
Ｙ
が
意
思
を
発
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
Ａ
の
葬
儀
や
供
養
を
す
る
た

め
で
あ
り
、
法
律
効
果
が
生
ず
る
の
で
は
な
い
の
で
、
法
律
行
為
の
委
託
が
あ
っ
た
と
は
い
え
ず
、
法
律
行
為
で
な
い
事
務
の
委
託
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
Ａ
が
Ｙ
に
し
た
委
託
は
事
実
行
為
の
委
託
で
は
な
い
の
で
、
準
法
律
行
為
の
委
託
の
事
案
で

あ
り
、
こ
の
判
決
は
、
法
律
行
為
の
委
託
と
葬
儀
や
供
養
を
す
る
際
に
意
思
表
示
を
す
る
こ
と
を
委
託
す
る
準
法
律
行
為
の
委
託
と
を

区
別
す
る
こ
と
な
く
論
じ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
判
決
が
援
用
し
て
い
る
②
最
高
裁
平
成
四
年
九
月
二
二
日
判
決
金
融
法
務
事
情
一
三
五
七
号
五
五
頁

(

８)

の
事
案
は
、
訴
外

者
Ａ
が
、
生
前
、
上
告
人
Ｙ
に
、
入
院
中
の
諸
費
用
の
病
院
へ
の
支
払
い
、
死
後
の
葬
式
を
含
む
法
要
の
施
行
と
そ
の
費
用
の
支
払
い
、

世
話
に
な
っ
た
家
政
婦
な
ど
へ
の
謝
礼
金
の
支
払
い
な
ど
を
依
頼
す
る
契
約
を
締
結
し
た
事
案
で
あ
り
、
Ａ
の
死
後
、
Ｙ
は
Ａ
の
代
理

準委任契約の法的性質

(名城法学第��巻別冊���)���



人
と
し
て
行
為
す
る
こ
と
が
契
約
の
内
容
で
あ
り
、
Ａ
と
Ｙ
と
の
間
に
は
委
任
契
約
が
成
立
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
事
実
行
為
の
委
託
に
つ
い
て
の
判
決
を
取
り
上
げ
て
説
明
を
す
る
。

第
五
節

事
実
行
為
の
委
託
の
事
例

法
律
行
為
で
な
い
事
務
の
委
託
の
う
ち
の
事
実
行
為
の
委
託
の
事
案
に
は
、
法
律
行
為
の
委
託
の
場
合
の
規
定

(

委
任
の
規
定)

が

全
面
的
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
判
決
の
紹
介
を
通
し
て
、
示
す
こ
と
に
す
る
。

(

１)

学
校
長
の
職
務
の
委
託

③
大
審
院
昭
和
一
四
年
四
月
一
二
日
判
決
民
集
一
八
巻
三
九
七
頁

学
校
の
経
営
者
Ｙ

(

被
告
・
控
訴
人
・
被
上
告
人)

が
Ｘ

(

原
告
・
被
控
訴
人
・
上
告
人)

に
校
長
の
職
務
を
委
託
し
、
一
定
の
報

酬
を
支
給
す
る
こ
と
を
合
意
し
て
い
た
が
、
Ｙ
は
そ
の
職
務
委
託
を
解
除
し
た
の
で
、
Ｘ
は
、
そ
の
解
除
の
効
力
を
争
っ
た
。

原
審
は
Ｙ
・
Ｘ
の
関
係
は
雇
傭
契
約
で
あ
る
と
し
て
、
六
二
八
条
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と
し
て
、
雇
傭
契
約
の
解
除

を
認
め
た
。
し
か
し
、
Ｘ
は
、
校
長
と
し
て
の
品
格
を
失
墜
す
る
と
い
う
不
都
合
な
所
為
を
す
る
か
、
病
気
の
た
め
そ
の
任
に
堪
え
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
の
外
は
免
職
さ
れ
な
い
と
い
う
条
件
な
ど
が
あ
る
の
で
、
Ｙ
・
Ｘ
の
関
係
は
一
種
の
独
立
の
無
名
契
約
で
あ
る

と
主
張
し
、
原
審
が
雇
傭
の
規
定
を
適
用
し
た
こ
と
を
批
判
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
判
決
は
、
Ｙ
・
Ｘ
の
間
の
法
律
関
係
は
、
法
律
行
為
で
は
な
く
事
務
の
委
託
で
あ
り
、
準
委
任
関
係
で
あ
り
、
六

五
二
条
・
六
五
一
条
二
項
た
だ
し
書
に
よ
り
、
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
っ
た
と
し
て
、
結
局
、
契
約
の
解
除
は
認
め
ら
れ
る
と
し
た
。

こ
の
大
審
院
判
決
の
当
否
に
つ
い
て
は
種
々
の
見
解

(

９)

が
あ
る
が
、
こ
の
大
審
院
判
決
は
、
こ
の
事
案
に
お
い
て
Ｘ
が
校
長
と
し
て
働
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く
契
約
は
準
委
任
契
約
で
あ
る
と
し
て
、
委
任
の
規
定
で
あ
る
六
五
一
条
二
項
た
だ
し
書
を
準
用
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
大
審
院
判
決

は
、
た
ま
た
ま
六
五
一
条
二
項
た
だ
し
書
を
準
用
し
た
だ
け
で
、
他
の
委
任
の
規
定
を
準
用
し
て
は
い
な
い
。
例
え
ば
、
Ｘ
が
校
長
と

し
て
働
く
契
約
に
、
当
事
者
が
理
由
な
く
い
つ
で
も
自
由
に
解
除
で
き
る
と
い
う
六
五
一
条
一
項
が
準
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
つ
ま

り
、
Ｘ
が
校
長
と
し
て
働
く
契
約
は
準
委
任
契
約
で
あ
る
と
し
て
も
、
委
任
の
総
て
の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の

で
あ
り
、
校
長
と
し
て
働
く
と
い
う
事
実
行
為
の
委
託
は
、
法
律
行
為
の
委
託(

委
任)

と
は
区
別
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

(

２)

幼
児
の
養
育
の
委
託

④
大
審
院
昭
和
五
年
五
月
一
五
日
判
決
法
律
新
聞
三
一
二
七
号
一
三
頁

判
決
は
、
独
立
し
て
生
活
す
る
能
力
の
な
い
幼
児
の
養
育
を
委
託
す
る
こ
と
は
準
委
任
の
法
律
関
係
で
あ
る
と
し
た
が
、
受
任
者
が

幼
児
を
養
育
す
る
限
り
、
委
任
者
の
死
亡
に
よ
り
委
託
関
係
を
終
了
さ
せ
な
い
特
約
が
あ
る
も
の
と
認
め
る
の
を
相
当
で
あ
る
と
し
て
、

委
任
者
又
は
受
任
者
の
死
亡
に
よ
っ
て
委
任
は
終
了
す
る
と
規
定
し
て
い
る
六
五
三
条
一
号
の
準
用
を
否
定
し
た
。

幼
児
の
養
育
を
す
る
と
い
う
事
実
行
為
の
委
託
で
あ
り
、
法
律
行
為
で
な
い
事
務
の
委
託
で
あ
る
と
し
て
、
委
任
の
規
定
の
準
用
が

あ
る(

六
五
六
条)

と
さ
れ
た
が
、
幼
児
の
養
育
と
い
う
事
案
に
お
い
て
は
、
委
任
の
規
定
六
五
三
条
一
号
の
準
用
が
否
定
さ
れ
お
り
、

準
用
が
あ
る
と
し
て
も
、
委
任
の
規
定
の
一
部
が
準
用
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
六
五
一
条
一
項
の
準
用
も
な
い
と
思
わ
れ

る
。
つ
ま
り
、
幼
児
の
養
育
の
委
託
と
い
う
事
実
行
為
の
委
託
は
、
法
律
行
為
の
委
託
と
は
性
質
が
異
な
り
、
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。

(

３)

医
療
行
為
に
関
す
る
判
決

判
例
上
、
準
委
任
と
さ
れ
る
事
例
の
大
半
は
、
独
立
の
開
業
医
ま
た
は
病
院
に
対
す
る
患
者
の
診
療
の
委
託
の
事
例
で
あ
る
。
診
療

準委任契約の法的性質
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と
い
う
事
実
行
為
を
委
託
す
る
契
約
は
、
委
任
契
約
と
異
な
り
、
六
五
一
条
一
項
の
無
理
由
解
除
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
診
療
を
委
託
す
る
契
約
が
準
委
任
で
あ
る
と
し
て
訴
え
が
行
わ
れ
る
場
合
は
、
損
害
賠
償
請
求
の
事
例
で
あ
り
、
医
師
に
は

高
度
の
注
意
義
務
で
あ
る
善
管
注
意
義
務
が
課
さ
れ
る
と
し
て
、
六
四
四
条
の
準
用
を
求
め
て
訴
え
が
起
こ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

(

こ
の
よ
う
な
事
例
や
判
決
は
無
数
あ
り
、
枚
挙
に
遑
が
な
い)

。
例
外
的
な
事
例
で
あ
る
が
、
⑤
東
京
高
裁
平
成
一
六
年
九
月
三
〇
日

判
決
判
時
一
八
八
〇
号
七
二
頁
は
、
準
委
任
事
務(

医
療
行
為)

が
終
了
し
た
時
に
は
患
者
に
対
し
顛
末
を
報
告
す
る
義
務
が
あ
る
が
、

患
者
の
遺
族
に
対
し
死
因
の
説
明
を
適
切
に
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
が
説
明
義
務
の
違
反
に
当
た
る
と
し
て
、
六
五
四
条
が
準
用
さ
れ
て

い
る
。

し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
医
療
行
為
と
い
う
事
実
行
為
の
委
託
は
、
法
律
行
為
で
な
い
事
務
の
委
託
と
し
て
準
委
任
と
さ
れ
委

任
の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
と
し
て
も
、
委
任
の
一
部
の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

(

４)

不
動
産
取
引
の
仲
介
行
為
に
関
す
る
判
決

不
動
産
取
引
の
仲
介
を
巡
っ
て
争
い
が
起
こ
っ
た
際
に
は
、
不
動
産
取
引
の
仲
介
行
為
が
準
委
任
と
さ
れ
る
場
合
が
幾
つ
か
見
ら
れ

る
。
そ
の
中
の
二
つ
の
事
例
を
紹
介
す
る
。
い
ず
れ
の
事
例
に
お
い
て
も
、
不
動
産
取
引
の
仲
介
行
為
が
準
委
任
と
さ
れ
る
と
し
て
も
、

委
任
の
総
て
の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

⑥
大
阪
高
裁
昭
和
六
〇
年
六
月
二
八
日
判
決
判
タ
五
六
五
号
一
一
〇
頁

判
決
は
、
不
動
産
仲
介
契
約
は
準
委
任
契
約
で
あ
る
と
し
て
、｢
一
般
に
、
宅
地
建
物
取
引
業
者
は
、
仲
介
依
頼
者
に
対
し
て
は
、

そ
の
依
頼
者
が
一
般
人
で
あ
る
と
、
不
動
産
業
、
宅
地
建
物
取
引
業
そ
の
他
の
業
者
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
・
・
受
任
事
務
の
処
理
に

当
た
っ
て
は
、
委
任
な
い
し
準
委
任
の
本
旨
に
従
い
、
善
良
な
管
理
者
の
注
意
を
も
っ
て
こ
れ
を
処
理
す
る
義
務
を
負
う

(

民
法
六
四

四
条
、
六
五
六
条)

も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。｣

と
述
べ
、
民
法
六
四
四
条
の
受
任
者
に
善
管
注
意
義
務
を
負
わ
せ
る
規
定
の
み
を
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準
用
し
て
い
る
。
委
任
の
他
の
規
定

(

例
え
ば
、
六
五
一
条
な
ど)

は
、
準
用
さ
れ
て
は
い
な
い
。

⑦
東
京
地
裁
昭
和
五
二
年
一
二
月
七
日
判
時
九
〇
二
号
一
〇
四
頁

判
決
は
、
不
動
産
取
引
の
仲
介
契
約
は
準
委
任
で
あ
る
が
、
仲
介
の
性
質
か
ら
、
不
動
産
取
引
の
仲
介
契
約
に
は
、
民
法
の
委
任
の

規
定
で
あ
る
六
四
八
条
三
項

(｢

受
任
者
は
、
委
任
事
務
を
処
理
す
る
た
め
自
己
の
過
失
な
く
損
害
を
受
け
た
と
き
は
、
委
任
者
に
対

し
、
そ
の
損
害
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。｣)

は
準
用
さ
れ
な
い
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
不
動
産
の
仲
介
契
約
は
準
委
任
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
が
、
委
任
の
規
定
六
四
八
条
三
項
は
準
用
さ
れ
な
い
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
不
動
産
の
仲
介
契
約
は
委
任
契
約
と
同

じ
よ
う
に
は
扱
う
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

(

５)

工
事
管
理
契
約

⑧
東
京
地
裁
平
成
四
年
一
二
月
二
一
日
判
決
判
時
一
四
八
五
号
四
一
頁

(

�)

判
決
は
、｢

工
事
管
理
契
約
に
基
づ
き
建
築
士
が
負
担
す
る
債
務
は
、
そ
の
者
の
責
任
に
お
い
て
、
工
事
を
設
計
図
書
と
照
合
し
、

そ
れ
が
設
計
図
書
の
と
お
り
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
い
な
い
か
を
確
認
し
、
工
事
が
設
計
図
書
の
と
お
り
に
実
施
さ
れ
て
い
な
い
と
認

め
る
と
き
は
、
直
ち
に
工
事
施
工
者
に
注
意
を
与
え
、
工
事
施
工
者
が
こ
れ
に
従
わ
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨
を
建
築
主
に
報
告
す
る
こ

と
等
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
建
築
主
の
た
め
に
一
定
の
事
務
を
処
理
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
管

理
契
約
の
法
的
性
質
は
準
委
任
契
約
で
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
以
上
、
そ
の
債
務
不
履
行
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求

権
は
原
則
と
し
て
管
理
終
了
の
時
か
ら
一
〇
年

(

商
法
第
五
二
二
条
の
適
用
が
あ
る
場
合
は
五
年)

で
時
効
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
こ
と

に
な
る｣

と
し
て
い
る
。

判
決
は
、
工
事
管
理
契
約
が
準
委
任
契
約
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
委
任
の
規
定
が
総
て
準
用
さ
れ
る
と

い
う
よ
う
な
こ
と
は
一
切
い
っ
て
い
な
い
。
委
任
の
ど
の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
す
ら
、
判
決
は
、
具
体
的
に
は
い
っ
て
い

準委任契約の法的性質
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な
い
。
お
そ
ら
く
、
六
四
四
条
は
準
用
さ
れ
る
と
し
て
も
、
六
五
一
条
は
準
用
さ
れ
な
い
は
ず
で
あ
る
。

(
６)
職
業
紹
介
行
為

⑨
東
京
地
裁
昭
和
四
〇
年
一
〇
月
三
〇
日
判
決
下
級
民
事
判
例
集
一
六
巻
一
〇
号
一
六
五
七
頁

(

�)

求
人
者
と
家
政
婦
紹
介
業
者
と
の
間
に
は
準
委
任
契
約
が
成
立
し
て
い
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
事
例
に
お
い
て
、
求
人
者
は
準
委
任

契
約
の
成
立
を
主
張
し
て
、
六
四
四
条

(

善
管
注
意
義
務
を
課
す
規
定)

の
準
用
に
よ
り
職
業
紹
介
業
者
に
高
度
の
注
意
義
務
が
あ
る

と
し
て
、
損
害
賠
償
請
求
を
し
た
。
し
か
し
、
判
決
は
、
準
委
任
契
約
の
成
立
を
否
定
し
、
職
業
紹
介
業
者
は
紹
介
に
当
た
っ
て
家
政

婦
の
身
元
を
確
認
し
な
く
と
も
債
務
不
履
行
と
は
い
え
な
い
と
し
た
。

事
案
に
お
い
て
、
求
人
者
は
、
職
業
紹
介
行
為
は
準
委
任
で
あ
り
、
委
任
の
総
て
の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
て

い
る
の
で
は
な
く
、
た
だ
、
六
四
四
条
の
準
用
の
み
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
判
決
は
職
業
紹
介
行
為
は
準
委
任
で
は
な
い
と
し

た
が
、
仮
に
職
業
紹
介
行
為
が
準
委
任
行
為
で
あ
る
と
し
て
も
、
職
業
安
定
法
五
条
の
五
は
、
申
込
み
の
内
容
が
法
令
に
違
反
し
な
い

限
り
、
職
業
紹
介
業
者
は
、
求
人
の
申
込
み
は
す
べ
て
受
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
規
定
し
て
い
る
の
で
、
無
理
由
解
除
を
認
め

る
委
任
の
規
定

(

六
五
一
条)

は
適
用
さ
れ
な
い
。

(

７)

金
銭
の
振
込
依
頼

⑩
東
京
地
裁
平
成
五
年
三
月
五
日
判
決
判
時
一
五
〇
八
号
一
三
二
頁

(

�)

判
決
は
、
金
銭
の
振
込
依
頼
契
約
は
準
委
任
契
約
で
あ
る
と
す
る
が
、
判
決
に
お
い
て
は
、
委
任
の
六
四
三
条
の
規
定
の
み
が
準
用

さ
れ
て
お
り
、
振
込
依
頼
契
約
は
諾
成
契
約
で
あ
る
と
す
る
が
、
そ
れ
以
外
の
委
任
の
規
定
は
準
用
さ
れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
、
六

四
四
条
の
規
定
は
準
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
六
五
一
条
が
準
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
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(

８)

外
国
語
受
講
契
約

⑪
大
分
簡
易
裁
判
所
平
成
六
年
一
二
月
一
五
日
判
時
一
五
三
九
号
一
二
三
頁

(

�)

Ｘ
は
外
国
語
教
室
経
営
者
Ｙ
と
の
間
で
Ｘ
の
娘
Ａ
の
た
め
に
外
国
語
受
講
契
約
を
結
ん
だ
が
、
判
決
は
、
こ
の
外
国
語
受
講
契
約
の

法
的
性
質
は
準
委
任
契
約
で
あ
る
と
す
る
。
Ｘ
は
、
Ａ
が
受
講
期
間
の
途
中
で
受
講
で
き
な
く
な
っ
た
と
し
て
、
Ｙ
の
債
務
不
履
行
を

理
由
と
し
て
契
約
を
解
除
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
Ａ
の
受
講
態
度
が
不
良
で
あ
り
、
他
の
受
講
者
に
も
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
Ｙ
は
、
Ａ
か
ら
、
グ
ル
ー
プ
レ
ッ
ス
ン
と
ス
ペ
イ
ン
語
の
授
業
を
受
け
る
権
利
を
剥
奪
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
判
決

は
、｢

Ｘ
は
債
務
不
履
行
を
理
由
と
し
て
契
約
解
除
の
意
思
表
示
を
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
件
は
継
続
的
な
契
約
関
係
で
あ
り
、

準
委
任
は
当
事
者
間
の
信
頼
関
係
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
相
手
方
の
態
度
に
疑
問
を
抱
い
て
解
除
の
意
思
表
示

を
し
た
以
上
、
債
務
不
履
行
の
事
実
が
な
か
っ
た
場
合
に
も
委
任
関
係
が
終
了
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。｣

と
し
た
。

判
決
は
、
準
委
任
関
係
が
解
除
に
よ
り
終
了
す
る
と
い
っ
て
い
る
が
、
委
任
の
規
定
の
準
用
に
よ
る
の
か
は
明
確
に
し
て
い
な
い
。

委
任
の
規
定
で
あ
る
六
五
一
条
一
項
の
解
除
は
無
理
由
解
除
で
あ
り
、
当
事
者
間
の
信
頼
関
係
が
崩
れ
な
く
と
も
認
め
ら
れ
る
の
で
あ

り
、
そ
れ
ゆ
え
、
本
判
決
は
、
六
五
一
条
一
項
の
準
用
で
は
な
く
、
継
続
的
な
契
約
で
あ
る
外
国
語
受
講
契
約
の
中
か
ら
出
て
く
る
解

除
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
判
決
は
、
外
国
語
受
講
契
約
は
準
委
任
契
約
で
あ
る
と
し
て
い
な
が
ら
、
委
任
の
規
定
を
準
用
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
準
委
任
契
約
と
さ
れ
て
も
、
委
任
の
総
て
の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
い

う
こ
と
も
示
し
て
い
る
。

(

９)

準
委
任
契
約
か
雇
用
契
約
で
あ
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
事
例

事
実
行
為
の
委
託
は
法
律
行
為
の
委
託
で
は
な
い
の
で
準
委
任
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
事
実
行
為
の
委
託
の
場
合
に
は
、
雇
用
契
約

や
請
負
契
約
、
さ
ら
に
は
、
賃
貸
借
契
約
な
ど
と
区
別
が
で
き
な
い
場
合
が
出
て
く
る

(

�)

。
以
下
、
こ
の
よ
う
な
区
別
が
問
題
と
な
っ
た

準委任契約の法的性質
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事
例
を
紹
介
す
る
。

⑫
横
浜
地
裁
川
崎
支
部
昭
和
六
二
年
九
月
一
七
日
判
決
判
タ
六
五
八
号
九
九
頁

被
告
組
合
は
常
任
委
員
会
に
お
い
て
専
従
書
記
で
あ
る
原
告
の
解
任
決
定
を
し
、
そ
れ
を
原
告
に
通
知
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
原

告
は
、
雇
用
契
約
上
の
地
位
確
認
を
求
め
た
。
判
決
は
、
原
告
と
被
告
組
合
間
の
原
告
を
専
従
書
記
に
す
る
契
約
は
準
委
任
契
約
で
あ

る
と
し
て
、｢
従
っ
て
、
被
告
組
合
に
よ
る
本
件
書
記
解
任
通
知
は
右
準
委
任
契
約
解
除
の
意
思
表
示
と
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
右
の

解
除
に
は
解
除
事
由
を
必
要
と
せ
ず
自
由
に
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
本
件
書
記
解
任
通
知
に
よ
り
そ
の
効
果
が
生
じ
た
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
契
約
解
除
権
の
行
使
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
濫
用
に
わ
た
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
・
・
解
除
権
行
使
が
解
除
権
の
濫
用
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
は
な
い
・
・｣

と
し
て
、
解
任
決
定
は

有
効
で
あ
る
と
し
た
。

本
件
の
事
案
に
お
い
て
は
、
原
告
は
、
組
合
の
専
従
書
記
に
す
る
と
い
う
契
約
は
雇
用
契
約
で
あ
る
と
主
張
し
た
が
、
判
決
は
、
準

委
任
契
約
で
あ
る
と
し
た
。
判
決
が
本
件
の
契
約
を
雇
用
契
約
と
し
な
い
で
準
委
任
契
約
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の
当
否
に
つ
い
て
は

論
じ
な
い
こ
と
と
す
る
が
、
判
決
は
、
本
件
の
契
約
を
準
委
任
契
約
と
し
た
上
で
、
委
任
の
六
五
一
条
の
準
用
と
い
う
形
を
取
り
な
が

ら
、
専
従
書
記
に
す
る
と
い
う
契
約
を
理
由
な
し
に
自
由
に
解
除
す
る
こ
と
が
濫
用
に
な
る
か
と
い
う
こ
と
を
判
断
し
て
い
る
。
し
か

し
、
六
五
一
条
一
項
は
、
例
え
ば
、
契
約

(

法
律
行
為)
を
結
ぶ
こ
と
を
委
託
し
て
い
た
が
、
契
約
締
結
が
不
要
に
な
っ
た
よ
う
な
場

合
に
直
ち
に
理
由
な
く
解
除
を
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
六
五
一
条
一
項
の
解
除
権
に
つ
い
て
は
濫
用
と
い
う
こ
と

は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
判
決
が
解
除
権
の
行
使
が
濫
用
に
な
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
慮
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
判
決
は
実
は
六
五
一
条
を
準
用
し
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
判
決
は
、
本
件
の
契
約
を

準
委
任
と
し
て
は
い
る
が
、
委
任
の
規
定
を
準
用
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
当
事
者
間
で
締
結
さ
れ
た
契
約
の
解
釈
か
ら
判
断
を
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

(法学部創立��周年記念論文集) ���



⑬
大
阪
高
裁
平
成
三
年
九
月
一
七
日
判
決
労
働
関
係
民
事
裁
判
例
集
四
二
巻
五
号
五
九
六
頁
判
時
一
四
一
七
号
一
二
八
頁

Ｘ
(

原
告
・
控
訴
人)

と
郵
便
局
長
Ｙ
と
の
間
で
、
郵
便
外
務
職
員
の
身
だ
し
な
み
の
世
話
、
生
活
指
導
、
職
場
の
整
理
整
頓
な
ど

を
行
う

｢
職
場
ヘ
ル
パ
ー｣

の
契
約
が
結
ば
れ
、
Ｘ
は
約
一
一
年
三
か
月
に
わ
た
り
勤
務
し
て
き
た
が
、
更
新
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た

た
め
、
Ｘ
は
、
非
常
勤
職
員
と
し
て
の
地
位
の
確
認
を
求
め
た
。
し
か
し
、
判
決
は
、
そ
の
契
約
は
労
働
契
約
で
は
な
く
、
準
委
任
契

約
で
あ
り
、
そ
の
契
約
締
結
の
際
に
、
定
め
た
日
を
期
限
と
す
る
も
の
と
し
て
更
新
が
さ
れ
る
と
と
も
に
、
期
間
満
了
後
の
更
新
は
な

い
も
の
と
し
て
締
結
さ
れ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
Ｘ
の
請
求
を
棄
却
し
た
。

こ
の
判
決
に
お
い
て
は
こ
の
契
約
は
準
委
任
契
約
で
あ
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
委
任
の
規
定
が
準
用
さ
れ
た
か
と
い
う
と
、
こ

の
契
約
に
は
、｢

職
場
ヘ
ル
パ
ー
委
託
請
書｣

に
は
、
受
託
者
が
契
約
に
違
反
し
、
は
な
は
だ
し
く
誠
意
を
欠
い
た
場
合
に
は
解
除
さ

れ
る
、
都
合
に
よ
り
契
約
期
間
の
中
途
に
お
い
て
こ
の
契
約
を
解
除
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
一
か
月
前
ま
で
に
予
告
す
る
も
の
と
す

る
と
い
う
趣
旨
の
規
定
が
あ
り
、
ま
た
、｢
こ
の
期
間
満
了
の
一
か
月
前
ま
で
に
郵
便
局
長
又
は
受
託
者
か
ら
解
約
の
通
知
が
な
い
と

き
は
、
翌
年
三
月
三
一
日
ま
で
、
こ
の
契
約
は
存
続
す
る
。
以
降
毎
年
同
一
の
例
に
よ
る
。
但
し
、
最
初
の
契
約
の
効
力
発
生
の
日
か

ら
起
算
し
て
四
か
年
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。｣
と
い
う
自
動
更
新
条
項
も
付
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
契
約
上
の
取
り
決
め
が
適

用
さ
れ
て
更
新
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
委
任
の
規
定
は
一
切
準
用
さ
れ
て
は
い
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
判
決
は
、
本
件
の

契
約
は
準
委
任
契
約
で
あ
る
と
す
る
が
、
委
任
の
規
定
の
準
用
に
よ
っ
て
解
決
を
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
本
件
の
契
約
に
関
し
て
交

わ
し
て
い
た
請
書
中
の
文
言
の
解
釈
に
よ
っ
て
、
解
決
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
⑪
や
⑫
判
決
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
の
判
決

は
、
当
該
契
約
を
準
委
任
契
約
と
し
た
と
し
て
も
、
委
任
の
規
定
を
準
用
す
る
こ
と
は
な
く
、
準
委
任
契
約
と
さ
れ
た
当
該
の
契
約
の

解
釈
か
ら
、
解
決
を
計
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

準委任契約の法的性質

(名城法学第��巻別冊���)���



(

�)

準
委
任
契
約
か
賃
貸
借
契
約
か
雇
用
契
約
か
が
問
題
と
な
っ
た
事
例

⑭
札
幌
高
裁
昭
和
五
二
年
四
月
二
一
日
判
決
訟
務
月
報
二
三
巻
四
号
六
八
六
頁

Ｙ

(
理
容
業
者)

は
裁
判
所
共
済
組
合
の
委
託
を
受
け
て
、
裁
判
所
構
内
で
理
容
室
を
開
設
し
、
委
託
期
間
を
昭
和
四
一
年
三
月
三

一
日
ま
で
と
定
め
た
が
、
以
後
毎
年
四
月
一
日
ご
と
に
委
託
期
間
を
一
年
と
し
て
委
託
契
約
を
更
新
し
て
き
た
が
、
昭
和
四
七
年
七
月
、

共
済
組
合
は
Ｙ
に
対
し
、
昭
和
四
八
年
四
月
一
日
以
降
に
つ
い
て
は
委
託
契
約
を
更
新
し
な
い
旨
告
知
し
た
。
そ
し
て
、
国
Ｘ(

原
告
・

被
控
訴
人
・
被
上
告
人)

は
、
Ｙ
に
対
し
、
建
物
の
明
け
渡
し
を
請
求
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
Ｙ
は
、
借
家
法
の
適
用
が
あ
り
、
ま

た
、
委
託
契
約
は
雇
用
契
約
の
性
質
も
あ
る
と
し
て
、
Ｙ
を
解
雇
す
る
に
は
正
当
な
理
由
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
退
職
金
を

支
給
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
裁
判
所
共
済
組
合
の
更
新
拒
絶
は
無
効
で
あ
る
と
し
て
争
っ
た
。
原
審
判
決
は
、
裁
判
所
共

済
組
合
と
Ｙ
と
の
間
の
法
律
関
係
は
有
償
の
委
託
契
約
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
建
物
の
使
用
関
係
は
理
容
業
の
経
営
委
託
に
必
要
な
限

度
で
無
償
使
用
を
許
諾
し
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
雇
傭
契
約
で
あ
っ
た
り
賃
貸
借
契
約
で
あ
っ
た
り
す
る
こ
と

は
な
く
、
準
委
任
契
約
で
あ
り
、
解
約
申
入
れ
に
は
正
当
な
理
由
の
あ
る
こ
と
を
要
し
な
い
と
し
た
。
そ
し
て
、
本
判
決
も
、
原
審
判

決
を
支
持
し
た
。

事
例
に
お
い
て
は
、
裁
判
所
共
済
組
合
が
Ｙ
と
の
理
容
業
の
経
営
委
託
契
約
の
更
新
を
拒
絶
し
た
の
で
、
裁
判
所

(

国)

は
、
裁
判

所
構
内
の
一
部
を
理
容
所
と
し
て
使
用
し
て
い
た
Ｙ
に
対
し
て
、
裁
判
所
構
内
よ
り
退
去
す
る
こ
と
を
請
求
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

Ｙ
は
、
裁
判
所
構
内
の
一
部
を
理
容
業
の
た
め
に
引
き
続
き
使
用
で
き
る
た
め
に
、
裁
判
所
共
済
組
合
と
Ｙ
と
の
間
の
契
約
は
雇
傭
契

約
や
賃
貸
借
契
約
で
あ
り
、
契
約
更
新
拒
絶
は
無
効
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
判
決
は
、
裁
判
所
共
済
組
合
と
Ｙ
と
の

間
の
契
約
は
雇
傭
契
約
や
賃
貸
借
契
約
で
は
な
く
、
準
委
任
契
約
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
委
任
の
規
定
で
あ
る
六
五
一
条
一
項

(

無
理

由
解
除)

の
準
用
に
よ
っ
て
、
裁
判
所
構
内
か
ら
の
退
去
請
求
を
認
め
た
。

し
か
し
、
契
約
の
更
新
拒
絶
が
有
効
で
あ
る
か
否
か
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
事
例
に
、
理
由
の
い
ら
な
い
解
除
の
規
定
を
準
用
す
る

(法学部創立��周年記念論文集) ���



こ
と
は
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
裁
判
所
共
済
組
合
は
理
容
委
託
契
約
の
更
新
拒
絶
を
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
解
除
を
し
て
い
る
の
で
は
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
判
決
は
解
除
の
規
定
を
準
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
し
、
判
決
が
い
う
よ
う
に
、
理
容
委
託
契
約
に
六
五
一

条
一
項
が
準
用
さ
れ
る
と
す
る
と
、
理
容
委
託
契
約
を
結
ん
で
い
て
も
、
裁
判
所
共
済
組
合
は
、
あ
る
い
は
、
Ｙ
も
、
理
由
な
く
、
い

つ
で
も
、
理
容
委
託
契
約
を
解
除
し
て
、
理
容
業
を
や
め
さ
せ
る
、
あ
る
い
は
、
や
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
で
は
大

変
な
混
乱
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
、
本
件
の
事
例
に
、
六
五
一
条
一
項
の
準
用
は
あ
り
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。
安
易
に
六
五

一
条
一
項
を
準
用
し
て
い
る
判
決
は
、
批
判
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

本
件
の
判
決
が
、
裁
判
所
共
済
組
合
と
Ｙ
と
の
間
の
理
容
業
の
経
営
委
託
契
約
は
雇
用
契
約
や
賃
貸
借
で
は
な
い
と
し
て
準
委
任
契

約
で
あ
る
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
妥
当
で
あ
る
と
し
て
も
、
直
ち
に
、
委
任
の
規
定
を
準
用
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
批
判

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
本
件
の
契
約
は
準
委
任
契
約
で
あ
る
と
さ
れ
て
も
、
要
す
る
に
、
無
名
契
約
あ
る
い
は
混
合
契
約
で
あ
り
、
そ

の
契
約
の
性
質
に
合
わ
せ
て
、
適
用
あ
る
い
は
準
用
す
る
規
定
を
探
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
前
掲
の
⑪
・
⑫
判
決
の
よ
う
に
、

締
結
さ
れ
て
い
る
当
該
の
契
約
の
解
釈
か
ら
解
決
を
見
い
出
そ
う
と
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

⑮
東
京
高
裁
昭
和
四
〇
年
九
月
二
二
日
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
八
四
号
一
六
一
頁

兄
は
、
教
職
の
た
め
に
郷
里
を
離
れ
る
の
で
、
帰
郷
す
る
間
、
実
弟
に
、
留
守
宅
に
残
す
老
母
と
娘
の
世
話
や
留
守
居
を
頼
む
と
と

も
に
、
田
畑
や
宅
地
建
物
を
預
け
、
一
切
の
管
理
公
租
公
課
の
支
払
い
お
よ
び
家
の
祭
祀
や
冠
婚
葬
祭
の
贈
答
な
ど
を
依
頼
し
て
い
た

が
、
そ
の
兄
が
死
亡
し
た
の
で
、
相
続
人
Ｘ

(

原
告
・
被
控
訴
人)

が
Ｙ

(

実
弟
の
相
続
人)

に
対
し
て
明
け
渡
し
を
請
求
し
た
。
こ

れ
に
対
し
て
、
Ｙ
は
、
兄
と
実
弟
と
の
間
に
田
畑
に
つ
い
て
賃
貸
借
契
約
が
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
兄(

賃
貸
人)

の
死
亡
に
よ
っ

て
も
明
け
渡
し
の
必
要
は
な
い
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
相
続
人

(
原
告)

は
、
留
守
居
の
仕
事
を
委
任
し
た
の
で
あ
り
、
賃

貸
借
で
は
な
く
準
委
任
契
約
が
成
立
し
て
お
り
、
兄
の
死
亡
と
共
に
契
約
は
終
了
し

(

六
五
三
条
一
号
参
照)

、
明
け
渡
し
義
務
が
あ

る
と
主
張
し
た
。
判
決
は
、
原
告
の
主
張
を
認
め
、
明
け
渡
し
を
認
め
た
。

準委任契約の法的性質

(名城法学第��巻別冊���)���



本
件
の
事
例
に
お
い
て
は
、
兄
弟
の
間
の
契
約
は
準
委
任
契
約
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
委
任
の
規
定
で
あ
る
六
五
三
条
一
号

が
準
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
事
例
の
当
事
者
間
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
、
実
弟
が
、
理
由
な
く
、
兄
の
家
族
の
世
話
や

田
畑
の
管
理
を
や
め
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
で
あ
り
、
兄
弟
の
間
の
関
係
に
は
、
委
任
の
規
定
で
あ
る
六
五
一
条
の
準
用
は

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
本
件
に
お
い
て
は
、
当
該
の
契
約
が
準
委
任
契
約
で
あ
る
と
さ
れ
た
が
、
し
か
し
、
委
任
の
総

て
の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
委
任
の
一
部
の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

(

�)

準
委
任
契
約
か
請
負
契
約
で
あ
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
事
例

⑯
神
戸
地
裁
平
成
五
年
三
月
二
九
日
判
決
判
時
一
四
九
八
号
一
〇
六
頁

(

�)

判
決
は
、
犬
の
美
容
学
校
と
生
徒
と
の
間
の
契
約
は
、
犬
の
ト
リ
ミ
ン
グ
技
術
な
ど
の
習
得
の
た
め
の
教
育
・
指
導
の
役
務
と
い
う

事
務
を
目
的
と
し
た
準
委
任
契
約
で
あ
り
、
仕
事
の
完
成
と
い
う
結
果
を
目
的
と
す
る
請
負
契
約
で
は
な
く
、
学
校
は
、
生
徒
に
対
し

て
、
ペ
ッ
ト
美
容
の
技
術
、
理
論
の
習
得
と
い
う
結
果
を
実
現
す
る
義
務
ま
で
を
負
担
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、
仕
事
の
完
成
が

な
い
と
し
て
も
、
学
校
は
指
導
課
程
に
従
っ
て
指
導
を
し
て
お
り
、
債
務
不
履
行
が
あ
っ
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。

判
決
は
、
犬
の
美
容
学
校
と
生
徒
と
の
間
の
契
約
は
請
負
契
約
で
は
な
く
、
準
委
任
契
約
で
あ
る
と
し
た
が
、
具
体
的
に
委
任
の
規

定
が
準
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
何
も
い
っ
て
は
い
な
い
。
少
な
く
と
も
、
当
事
者
の
契
約
関
係
に
六
五
一
条
が
準
用
さ
れ
る
こ
と
は

な
い
の
で
、
当
事
者
間
の
契
約
関
係
に
、
委
任
の
規
定
の
総
て
が
準
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

⑰
東
京
地
裁
平
成
六
年
一
一
月
一
八
日
判
決
判
時
一
五
四
五
号
六
九
頁

判
決
は
、
ゴ
ル
フ
場
の
開
発
行
為
許
可
申
請
及
び
設
計
事
務
を
委
託
す
る
契
約
は
、
諸
官
庁
に
対
す
る
各
種
許
可
の
申
請
業
務
の
部

分
を
中
心
と
す
る
準
委
任
契
約
部
分
と
、
詳
細
設
計
業
務
な
ど
の
請
負
契
約
部
分
の
集
合
体
で
あ
り
、
ゴ
ル
フ
場
開
発
事
業
が
不
可
能

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
し
て
も
、
準
委
任
契
約
の
事
務
処
理
と
し
て
、
六
四
八
条
の
準
用
に
よ
り
、
労
務
の
割
合
に
応
じ
て
報
酬
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を
請
求
し
う
る
と
し
た
。

こ
の
判
決
は
、
委
任
の
規
定
で
あ
る
六
四
八
条
の
準
用
を
す
る
た
め
に
、
本
件
の
契
約
は
準
委
任
契
約
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ

り
、
本
件
の
契
約
に
委
任
の
総
て
の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
訳
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
少
な
く
と
も
、
六
五
一
条
一
項
の
準
用
は
あ
り
え

な
い
。

⑱
東
京
地
裁
平
成
七
年
二
月
一
七
日
判
決
判
タ
八
九
一
号
一
四
六
頁

(

�)

Ｙ

(

大
学)

と
Ｘ
と
の
間
で
大
学
食
堂
営
業
を
委
託
す
る
契
約
が
結
ば
れ
、
営
業
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
Ｙ
が
大
学
構
内
の
学
校
食

堂
を
閉
鎖
し
た
の
で
、
Ｘ
は
契
約
関
係
の
存
在
確
認
を
請
求
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
Ｙ
は
反
訴
に
お
い
て
契
約
を
解
除
し
た
。
判
決
は
、

｢

本
件
契
約
は
、
・
・
右
の
食
事
の
提
供
と
い
う
事
務
の
委
任

(

準
委
任)

契
約
と
い
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
・
・
本
件

契
約
は
、
空
間
及
び
施
設
の
提
供
及
び
食
堂
業
務
の
遂
行
に
よ
る
利
益
と
が
受
託
事
務
の
遂
行
と
実
質
的
対
価
関
係
に
立
つ
こ
と
に
よ
っ

て
成
立
す
る
契
約
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
契
約
の
解
約
に
つ
い
て
は
、
当
然
に
賃
貸
借
に
関
す
る
規
定
が
適
用
さ

れ
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
は
な
い
が
、
継
続
的
な
双
務
契
約
の
実
質
を
有
す
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
通
常
の
委
任
契
約
の
よ
う
に
い
つ

で
も
自
由
に
解
除
す
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、
当
事
者
間
の
信
頼
関
係
を
著
し
く
破
壊
す
る
と
評
価
さ
れ
る
作
為

(

場
合
に
よ
っ
て

は
不
作
為)

が
あ
っ
た
場
合
に
初
め
て
そ
れ
を
理
由
と
す
る
契
約
解
除
が
可
能
に
な
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
・
・｣

と
述
べ
て
い

る
。判

決
は
、
大
学
食
堂
営
業
を
委
託
す
る
契
約
は
準
委
任
契
約
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
継
続
的
な
双
務
契
約
の
実
質
を
有
す
る

こ
と
を
考
慮
し
て
、
通
常
の
委
任
契
約
の
よ
う
に
い
つ
で
も
自
由
に
解
除
す
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
、
委
任
の
規
定
で
あ

る
六
五
一
条
一
項
の
準
用
を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
準
委
任
契
約
で
あ
る
と
さ
れ
て
も
、
委
任
の
規
定
が
準
用
さ

れ
な
い
こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

準委任契約の法的性質
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⑲
東
京
地
裁
平
成
３
年
月
２
２
日
判
タ
七
七
〇
号
二
一
八
頁

Ｘ
は
、
Ｙ
の
依
頼
を
受
け
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
す
る
契
約
を
結
ん
だ
が
、
開
発
が
遅
れ
、
Ｘ
や
Ｙ

や
関
係
者
に
よ
る
合
同
合
宿
も
行
わ
れ
た
が
、
結
局
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
Ｘ
は
、
Ｙ
に
、

開
発
費
用
を
請
求
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
Ｙ
は
、
Ｘ
に
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
完
成
さ
せ
る
義
務
が
あ
り
、
完
成
し
な
い
以
上
、
支
払
義

務
は
な
い
と
主
張
し
、
反
訴
と
し
て
、
Ｘ
に
は
既
に
報
酬
と
し
て
支
払
っ
た
分
が
あ
る
と
し
て
、
そ
の
返
還
を
請
求
し
た
。

判
決
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
契
約
は
請
負
契
約
で
あ
り
、
Ｘ
に
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
完
成
義
務
が
あ
り
、
仕
事
の

完
成
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
契
約
が
解
除
さ
れ
た
以
上
、
請
負
人
は
そ
の
報
酬
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
既
に
報
酬
と
し
て
受
け
取
っ

た
分
が
あ
る
と
き
は
、
原
状
回
復
義
務
の
履
行
と
し
て
、
こ
れ
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
Ｙ
の
反
訴
を
認
め
た
。

判
決
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
契
約
は
請
負
契
約
で
あ
り
、
準
委
任
契
約
で
は
な
い
と
し
た
の
で
、
委
任
の
規
定

の
準
用
の
問
題
は
起
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
事
案
に
お
い
て
は
、
Ｘ
は
準
委
任
契
約
で
あ
る
と
い
う
前
提
で
費
用
請
求
を
し
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
で
も
、
Ｘ
は
委
任
の
規
定
中
の
六
四
八
条
二
項
の
準
用
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
当
然
の
こ
と
で
あ

る
が
、
委
任
の
総
て
の
規
定
の
準
用
を
主
張
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。

(

�)

準
委
任
契
約
か
賃
貸
借
契
約
で
あ
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
事
例

⑳
名
古
屋
高
裁
昭
和
五
八
年
一
一
月
一
六
日
判
決
判
時
一
一
〇
五
五
八
頁
判
タ
五
一
九
号
一
五
二
頁

(

�)

控
訴
人

(

原
告)

は
訴
外
道
路
施
設
協
会
か
ら
商
品
販
売
業
務
の
委
託
を
受
け
た
が
、
そ
の
業
務
を
被
控
訴
人

(

被
告)

に
再
委
託

を
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
施
設
建
物
の
明
け
渡
し
を
請
求
し
て
争
い
と
な
り
、
売
店
営
業
委
託
契
約
の
性
質
が
問
題
と
な
っ
た
。
判

決
は
、
高
速
自
動
車
国
道
の
休
憩
所
内
に
お
け
る
売
店
営
業
委
託
契
約
の
性
質
は
、
商
品
販
売
業
務
の
委
任

(

準
委
任)

と
、
売
店
建

物
の
賃
貸
借
と
の
混
合
契
約
で
あ
る
が
、｢

本
件
の
場
合
、
委
託
者
た
る
控
訴
人
の
み
な
ら
ず
受
託
者
た
る
被
控
訴
人
の
利
益
を
も
目
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的
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
右
準
委
任
関
係
の
み
に
着
目
し
て
も
、
こ
れ
に
民
法
六
五
一
条
を
一
項
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
べ
き
で
は

な
く
、
同
条
二
項
の
法
意
を
類
推
し
、
原
則
と
し
て
、
被
控
訴
人
に
著
し
き
不
誠
実
な
言
動
が
あ
る
等
や
む
こ
と
を
え
ざ
る
事
由
の
存

す
る
場
合
に
限
り
解
除
な
い
し
更
新
拒
絶
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
従
と
は
い
え
賃
貸
借
関
係
も
存
す
る
以
上
、
債
務
不

履
行
以
外
の
本
件
契
約
の
終
了
事
由
と
し
て
は
、
右
や
む
こ
と
を
え
ざ
る
事
由
の
存
否
を
中
核
と
し
て
、
被
控
訴
人
に
つ
き
、
本
件
契

約
の
基
礎
た
る
信
頼
関
係
を
破
壊
し
、
本
件
契
約
の
存
続
を
困
難
な
ら
し
め
る
特
段
の
事
情
が
存
す
る
か
否
か
の
見
地
か
ら
、
こ
れ
を

決
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。｣

と
し
た
。

判
決
は
、
本
件
事
案
に
は
準
委
任
契
約
が
存
在
す
る
こ
と
は
認
め
る
が
、
そ
の
よ
う
な
準
委
任
契
約
に
委
任
の
規
定
を
直
ち
に
準
用

す
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
判
決
は
、
被
控
訴
人
の
所
為
は
本
件
契
約
に
お
け
る
当
事
者
間
の
信
頼
関
係
を
破
壊
し
、
同
契
約
の
継
続

を
困
難
な
ら
し
め
る
も
の
と
評
価
さ
れ
て
も
や
む
を
え
な
い
と
こ
ろ
か
ら
契
約
の
解
除
を
認
め
て
お
り
、
法
律
行
為
の
委
託
の
場
合
の

理
由
な
し
に
自
由
に
で
き
る
解
除

(
六
五
一
条
一
項)

と
は
異
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
準
委
任
契
約
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
も
、
委
任

の
規
定
が
準
用
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
六
節

む
す
び

以
上
の
判
決
例
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
次
に
、
む
す
び
と
し
て
、
私
見
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

(

１)

事
実
行
為
の
委
託
の
事
例
に
つ
い
て
の
判
決
の
検
討

六
五
六
条
が
適
用
さ
れ
準
委
任
と
さ
れ
る
事
案
の
う
ち
の
事
実
行
為
の
委
託
と
さ
れ
る
事
例
は
無
数
あ
り
、
総
て
の
判
決
を
紹
介
す

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
事
実
行
為
の
委
託
の
ど
の
事
例
を
取
り
上
げ
て
も
、
委
任
の
総
て
の
規
定
が
準
用
に
な
る
と
い
う
こ
と

準委任契約の法的性質
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は
な
く
、
委
任
の
規
定
の
一
部
の
み
が
準
用
さ
れ
る
だ
け
で
あ
り
、
事
例
に
よ
っ
て
は
、
準
委
任
と
さ
れ
て
も
、
委
任
の
規
定
は
全
く

準
用
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
こ
と
も
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
幾
つ
か
の
判
決
を
取
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。

事
実
行
為
の
委
託
の
場
合
は
、
ま
ず
、
請
負
や
雇
用
、
組
合
、
さ
ら
に
は
、
賃
貸
な
ど
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
、

そ
れ
ら
の
契
約
に
関
す
る
規
定
の
適
用
が
不
可
能
で
あ
る
場
合
に
、
無
名
契
約
と
し
て
、
そ
の
無
名
契
約
の
性
質
で
許
さ
れ
る
範
囲
で
、

委
任
の
規
定
の
一
部
が
準
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
事
例
に
よ
っ
て
は
、
委
任
の
規
定
を
ま
っ
た
く
準
用

す
る
こ
と
も
な
く
、
締
結
さ
れ
て
い
る
当
該
の
契
約
自
体
の
解
釈
か
ら
判
断
を
導
き
出
し
て
い
る
判
決

(

⑪
・
⑫
・
⑬
・
⑭
・
⑳
な
ど

多
数
の
判
決
参
照)

も
あ
る
の
で
あ
る
。

(

２)

六
五
一
条
一
項
の
性
質

な
お
、
判
決
の
検
討
の
中
で
も
示
し
た
よ
う
に
、
事
実
行
為
の
委
託
の
場
合
は
、
理
由
な
く
い
つ
で
も
契
約
を
解
除
で
き
る
と
す
る

六
五
一
条
一
項
が
準
用
さ
れ
な
い
こ
と
が
多
い
。
六
五
一
条
一
項
は
、
法
律
行
為
の
委
託
の
場
合
、
あ
る
い
は
、
意
思
表
示
を
す
る
こ

と
の
委
託
の
場
合
、
に
の
み
適
用
さ
れ
る
特
色
の
あ
る
規
定
で
あ
る
。
六
五
一
条
一
項
は
、
契
約
を
結
ぶ
こ
と
や
意
思
表
示
を
し
て
も

ら
う
こ
と
が
不
要
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
た
だ
ち
に
そ
の
依
頼
を
解
除
で
き
る
と
す
る
趣
旨
の
規
定
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な

無
理
由
解
除
に
よ
り
、
被
依
頼
者
を
介
し
て
契
約
を
結
ん
だ
り
、
あ
る
い
は
、
結
ぶ
は
ず
で
あ
っ
た
第
三
者
に
損
害
が
生
ず
る
こ
と
が

な
い
よ
う
に
、
六
五
五
条
が
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

委
任
者
が
受
任
者
に
法
律
行
為
を
す
る
こ
と
を
委
託
す
る
こ
と
は
、
代
理
権
授
権
契
約
を
結
ん
だ
こ
と
で
も
あ
る
が
、
我
妻
説
は
、

六
五
一
条
を
援
用
し
て
、｢

本
人
も
代
理
人
も
、
別
段
の
理
由
が
な
く
と
も
、
授
権
契
約
を
解
除
し
て
、
本
人
・
代
理
人
の
関
係
を
終

了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

(

�)｣

と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
六
五
一
条
一
項
は
法
律
行
為
の
委
託
や
代
理
権
授
与
行
為
に
密
接
に
関
係
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
代
理
と
関
係
の
な
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い
事
実
行
為
の
委
託
の
事
案
に
は
、
六
五
一
条
一
項
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
解
す
る
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
、
代
理
に
は
関
係

の
な
い
事
実
行
為
の
委
託
に
お
い
て
、
当
該
の
契
約
が
雇
用
や
請
負
あ
る
い
は
組
合
な
ど
の
規
定
の
適
用
が
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
準

委
任
と
さ
れ
、
委
任
の
六
五
一
条
一
項
が
準
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
、
取
引
に
お
い
て
混
乱
が
起
こ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
契

約
が
結
ば
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
理
由
な
く
自
由
に
解
除
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
契
約
に
信
頼
を
置
け
な
い
こ
と
に

な
り
、
混
乱
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
六
五
一
条
一
項
は
、
法
律
行
為
の
委
託
の
よ
う
に
、
代
理
権

授
与
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
特
殊
な
規
定
で
あ
る

(

�)

。

も
っ
と
も
、
理
由
な
く
自
由
に
解
除
で
き
る
こ
と
を
認
め
て
も
契
約
の
信
頼
関
係
を
害
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
、
六
五

一
条
一
項
の
準
用
の
可
能
性
は
あ
る
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
事
実
行
為
の
委
託
で
は
あ
る
が
、
無
償
契
約
が
結
ば
れ
て
い
る
よ
う
な
場

合
が
考
え
ら
れ
る

(

�)

。
し
か
し
、
無
償
の
事
実
行
為
の
委
託
に
お
い
て
も
、
六
四
四
条

(

行
為
者
の
善
管
注
意
義
務)

や
六
五
五
条

(

第

三
者
に
対
す
る
委
託
終
了
の
対
抗
要
件)
な
ど
の
規
定
に
つ
い
て
は
準
用
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
委
任
の
総
て
の
規
定
が
適
用

に
な
る
こ
と
は
な
い
。

(

３)

意
思
表
示
の
委
託
と
事
実
行
為
の
委
託
と
の
区
別

何
度
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
法
律
行
為
で
な
い
事
務
の
委
託
は
準
委
任
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
準
委
任
に
は
、
意
思
表
示
の
委
託

(

準
法
律
行
為
の
委
託)

と
事
実
行
為
の
委
託
と
が
あ
る
。

そ
し
て
、
意
思
表
示
を
し
て
も
ら
う
こ
と
を
委
託
す
る
契
約
は
、
法
律
行
為
で
な
い
事
務
の
委
託
で
あ
り
、
準
委
任
と
い
う
こ
と
に

な
る
が
、
こ
の
場
合
は
、
委
任
に
類
似
し
た
無
名
契
約
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
委
任
の
総
て
の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
と
解
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

事
実
行
為
を
し
て
も
ら
う
こ
と
を
委
託
す
る
契
約
は
、
法
律
行
為
で
な
い
事
務
の
委
託
で
あ
り
、
準
委
任
と
い
う
こ
と
に
は
な
る
が
、

準委任契約の法的性質
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こ
の
場
合
は
、
雇
用
・
請
負
・
組
合
・
賃
貸
借
な
ど
に
類
似
し
た
無
名
契
約
、
あ
る
い
は
、
混
合
契
約
で
あ
り
、
こ
の
場
合
は
、
締
結

さ
れ
て
い
る
契
約
の
性
質
に
応
じ
て
、
委
任
の
規
定
の
一
部
が
準
用
さ
れ
た
り
、
雇
用
・
請
負
・
組
合
・
賃
貸
借
な
ど
の
規
定
の
一
部

が
準
用
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
、
締
結
さ
れ
て
い
る
契
約
自
体
の
解
釈
か
ら
、
解
決
が
計
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

(

４)

委
任
と
準
委
任
と
を
区
別
す
る
必
要
は
な
い
と
す
る
説
に
つ
い
て

法
律
行
為
で
な
い
事
務
の
委
託
の
う
ち
の
事
実
行
為
の
委
託
は
、
委
任
の
規
定
の
一
部
だ
け
が
準
用
さ
れ
る
だ
け
で
あ
り
、
法
律
行

為
の
委
託

(

委
任)

と
は
異
質
の
も
の
で
あ
り
、
事
実
行
為
の
委
託
と
法
律
行
為
の
委
託
と
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
明
確
に
区

別
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

先
に
示
し
た
よ
う
に
、
我
妻
説
は
、
法
律
行
為
の
委
任
と
法
律
行
為
で
な
い
事
務
の
委
任

(

準
委
任)

と
を
概
念
上
区
分
す
る
こ
と

に
は
何
ら
の
実
益
も
な
い
と
し
て
い
る
が
、｢

法
律
行
為
で
な
い
事
務
の
委
任

(

準
委
任)｣

の
中
に
事
実
行
為
の
事
務
の
委
託
も
含
め

ら
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
我
妻
説
の
論
述
は
明
ら
か
に
誤
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

六
五
五
条
は
、｢

こ
の
節
の
規
定
は
、
法
律
行
為
で
な
い
事
務
の
委
託
に
つ
い
て
準
用
す
る｣

と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
来
栖
説

は
、｢

六
五
六
条
は
委
任
に
関
す
る
規
定
を
す�

べ�

て�

(
傍
点
は
筆
者)

法
律
行
為
に
非
ざ
る
事
務
の
委
託
に
準
用
し
て
い
る

(

�)

。｣

と
説
明
を

し
て
い
る
が
、
六
五
六
条
は
委
任
に
関
す
る
規
定
が

｢
す
べ
て｣

法
律
行
為
で
な
い
事
務
に
準
用
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
一
切

い
っ
て
い
な
い
。
法
律
行
為
で
な
い
事
務
の
委
託
の
う
ち
準
法
律
行
為
の
事
務
の
委
託
に
お
い
て
は
民
法
の
規
定
が
す
べ
て
準
用
に
な

る
が
、
法
律
行
為
で
な
い
事
務
の
委
託
の
う
ち
事
実
行
為
の
事
務
の
委
託
に
お
い
て
は
、
委
任
の
規
定
が
す
べ
て
準
用
さ
れ
る
の
で
は

な
く
、
委
任
の
一
部
の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
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(

５)

委
任
と
代
理

委
任
の
総
て
の
規
定
は
、
法
律
行
為
の
委
託
の
場
合
に
適
用
さ
れ
、
意
思
表
示
の
委
託

(

準
法
律
行
為
の
委
託)

の
場
合
に
準
用
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
委
任
の
規
定
は
、
当
事
者
の
一
方
が
、
自
分
の
た
め
に
、
法
律
行
為
を
し
て
く
れ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、

自
分
の
た
め
に
意
思
表
示
を
し
て
く
れ
る
こ
と
を
、
相
手
方
に
委
託
を
す
る
た
め
の
規
定
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
、
委
任
の
規
定
の
適

用
に
よ
り
、
当
事
者
の
一
方
が
本
人
と
な
り
、
相
手
方
が
代
理
人
と
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
民
法
に
も
表
現

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
委
任
に
よ
る
代
理

(

委
任
代
理)

と
称
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

事
実
行
為
の
委
託
は
、
代
理
と
は
無
関
係
で
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
委
任
の
規
定
の
一
部
が
準
用
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
民
法
の
ど
こ
に
も
な
い
概
念
で
あ
る

｢

独
自
の
代
理
権
授
与
行
為｣

が
な
さ
れ
る
と
、
事
実
行
為
の
委
託
で
あ
っ

て
も
代
理
が
発
生
す
る
と
い
う
よ
う
な
議
論
を
す
る
こ
と
に
ど
れ
ほ
ど
の
意
義
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
疑
問
で
あ
る
。

(

６)

起
草
委
員
の
見
解

民
法
の
起
草
委
員
の
見
解
を
推
測
す
る
と
、
富
井
委
員
は
、
示
し
て
い
る
具
体
例
か
ら
、
お
そ
ら
く
、
無
償
の
事
実
行
為
の
委
託
を

念
頭
に
お
い
て
、
委
任
の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
と
し
て
六
五
六
条
を
理
解
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
梅
起
草
委
員
は
、

準
法
律
行
為
の
委
託
を
念
頭
に
お
い
て
、
六
五
六
条
を
理
解
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
根
拠
の
一
つ
と
し
て
、
六
七
〇
条
二
項
は

事
実
行
為
の
委
託
も
含
め
ら
れ
る
組
合
の
事
業
の
執
行
に
つ
い
て

｢

委
任｣

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
場
合
の
委

任
の
規
定
の
準
用
に
つ
い
て
、
六
七
一
条
は
、
一
部
の
準
用
、
つ
ま
り
、
六
四
四
条
か
ら
六
五
〇
条
ま
で
の
準
用
と
し
て
い
る

(

�)

。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
、
梅
起
草
委
員
は
、
事
実
行
為
の
委
託
の
場
合
に
は
、
委
任
の
規
定
の
準
用
が
あ
る
と
し
て
も
、
委
任
の
一
部
の
規
定

が
準
用
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
が
で
き
る
の
で
あ
る

(

�)

。
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注
(

１)

我
妻
栄

『

新
訂
民
法
総
則』

岩
波
書
店
・
昭
和
四
四
年
七
刷
・
三
三
〇
頁
参
照

(
２)
三
宅
正
男

『

契
約
法

(

各
論)

下
巻』

青
林
書
院
・
一
九
八
八
年
・
九
四
一
頁

(

３)
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
禄
第
四
巻
一
一
五
丁
参
照

(

４)

拙
稿

｢
委
任
契
約
の
概
念
に
つ
い
て｣

名
城
法
学
四
四
巻
二
号
二
七
頁
以
下
は
、
委
任
の
規
定
は
代
理
と
は
関
係
が
な
い
と
い
う
方
向
で
議

論
を
し
て
い
る
幾
つ
か
の
学
説
を
紹
介
し
て
い
る
。

(

５)

鳩
山
秀
夫

『
日
本
債
権
法
各
論

(

下)』
(

初
版
大
正
一
三
年)

六
〇
六
頁

(

６)

我
妻
栄

｢

債
権
各
論
中
巻
二

(

民
法
講
義�

�)｣

六
五
六
頁

(

７)

前
掲
拙
稿

｢

委
任
契
約
の
概
念
に
つ
い
て｣

二
六
頁
以
下
参
照

(

８)

判
例
評
釈
と
し
て
、
西
尾
信
一
・
手
形
研
究
三
七
巻
九
号
七
四
頁
、
松
本
崇
・
旬
刊
金
融
法
務
事
情
一
三
六
六
号
四
頁
、
岡
孝
・
判
例
タ
イ

ム
ズ
八
三
一
号
三
八
頁
な
ど
が
あ
る
。

(

９)

前
掲
書
・
三
宅
正
男

『

契
約
法

(
各
論)

下
巻』

一
〇
二
五
頁
参
照

(

�)

判
例
批
評
と
し
て
、
井
上
哲
男
・
判
タ
臨
時
増
刊
八
八
二
号
三
八
頁
、
下
森
定
・
判
例
リ
マ
ー
ク

[��]
〈

一
九
九
五

(

上)

平
成
六
年
度

判
例
評
論〉

四
四
頁
な
ど
が
あ
る
。

(

�)

判
例
評
釈
と
し
て
、
西
村
信
雄
・
法
律
時
報
三
八
巻
四
号
一
〇
三
頁
な
ど
が
あ
る
。

(

�)

判
例
評
釈
と
し
て
、
西
尾
信
一
・
判
タ
八
四
〇
号
五
八
頁
、
安
藤
一
郎
・
判
タ
臨
時
増
刊
八
八
二
号
八
六
頁
、
福
瀧
博
之
・
旬
刊
商
事
法
務

一
四
五
七
号
六
七
頁
な
ど
が
あ
る
。

(

�)

判
例
評
釈
と
し
て
、
山
本
豊
・
判
タ
九
〇
一
号
三
八
頁
な
ど
が
あ
る
。

(

�)

学
説
に
お
い
て
も
、
す
べ
て
の
事
務
の
委
託
に
つ
い
て
委
任
の
全
部
の
規
定
を
準
用
す
る
と
雇
用
や
請
負
な
ど
の
契
約
と
の
区
別
の
基
準
が

問
題
と
な
る
と
い
う
こ
と
は
指
摘
さ
れ
て
い
る

(

前
掲
書
・
三
宅
正
男

『
契
約
法

(

各
論)

下
巻』

九
四
四
頁
参
照)

。

(

�)

判
例
評
釈
と
し
て
、
長
坂
純
・
消
費
者
取
引
判
例
百
選

[

別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
五]

一
二
〇
頁
な
ど
が
あ
る
。

(

�)

判
例
評
釈
と
し
て
、
森
克
己
・
大
学
と
法
ー
高
等
教
育
五
〇
判
例
の
検
討
を
通
し
て

[�
�
�
�

選
書
一
三]

三
九
六
頁
な
ど
が
あ
る
。
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(

�)

判
例
評
釈
と
し
て
、
平
野
裕
之
・
法
律
時
報
五
七
巻
一
号
一
一
八
頁
な
ど
が
あ
る
。

(
�)

我
妻
栄

『

新
訂
民
法
総
則』

岩
波
書
店
・
昭
和
四
四
年
七
刷
・
三
六
一
頁

(
�)
��
高
松
地
裁
平
成
五
年
二
月
一
六
日
判
決
判
時
一
四
九
〇
号
一
一
八
頁
は
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
放
映
契
約
は
準
委
任
契
約
あ
る
い
は
準
委
任
契

約
類
似
の
無
名
契
約
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
六
五
一
条
一
項
に
則
り
、
特
段
の
事
由
が
な
い
限
り
、
各
当
事
者
は
何
時
で
も
こ
の
契
約
を
解
除

す
る
こ
と
が
で
き
、
解
除
に
よ
っ
て
損
害
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
損
害
賠
償
の
問
題
と
し
て
処
理
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
放
映
契
約
を
結
ん
で
も
理
由
無
し
に
自
由
に
解
除
で
き
る
と
す
れ
ば
、
間
違
い
な
く
、
取
引
上
に
混
乱
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
の

で
、
そ
の
意
味
で
、
こ
の
判
決
の
解
釈
は
誤
っ
て
お
り
、
安
易
な
判
決
で
あ
り
、
非
難
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
判
決
に
つ
い
て
は
、
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
の
内
容
の
一
部
が
放
送
基
準
に
合
致
し
て
い
な
い
の
で
、
放
送
番
組
の
企
画
制
作
を
す
る
会
社
Ｙ
は
、
放
映
依
頼
者
Ｘ
に
、
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
の
内
容
の
一
部
修
正
を
要
請
し
た
が
、
Ｘ
は
そ
れ
を
拒
否
し
た
た
め
、
放
映
で
き
る
条
件
が
充
た
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
Ｙ
は
そ
の
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
の
放
映
を
中
止
し
た
と
い
う
事
案
で
あ
る
。
Ｙ
は
理
由
な
く
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
放
映
契
約
を
解
除
し
た
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
放
送
基
準

に
合
致
し
な
い
限
り
放
映
は
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
放
映
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
Ｙ
は
債
務
不
履
行
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
放
映
契
約
を
準
委
任
と
し
て
、
無
理
由
解
除
を
認
め
る
必
要
は
な
い
。

(

�)

広
中
俊
雄

『

債
権
各
論
講
義

(

第
六
版
第
四
刷)』

一
九
九
九
年
・
二
八
五
頁
は
、
民
法
六
五
一
条
の
骨
子
は
ロ
ー
マ
法
に
さ
か
の
ぼ
る
も

の
で
あ
る
と
し
て
、
ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
委
任
の｢
解
除｣

に
つ
い
て
の
扱
い
は
委
任
の
無
償
性
と
い
う
と
い
う
建
前
と
関
連
し
あ
っ
て
い
た
、

と
述
べ
て
い
る
。

(

�)

来
栖
三
郎

『

契
約
法』

昭
和
四
九
年
・
五
〇
二
頁

(

�)

前
掲
書
・
三
宅
正
男

『

契
約
法

(

各
論)

下
巻』

一
一
三
二
頁
参
照

(

�)

事
実
行
為
の
委
託
の
場
合
は
、
委
任
の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
と
し
て
も
、
委
任
の
一
部
の
規
定
が
準
用
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る

(

寄
託
に

つ
い
て
六
六
五
条
、
事
務
管
理
に
つ
い
て
七
〇
一
条
参
照)

。

準委任契約の法的性質
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